
 

一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２７年第２回姶良市議会定例会（９月８日（火） 午前９時００分開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．堂森 忠夫 １．家庭教育につい 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域経済の活性 

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良市子育て基本条例が制定され、

早くも２年が経過しようとしている。

そのような中で、今般の青少年を取り

巻く事件（大阪市の中学生の殺害事件

等）や事故について考えるなら、我が

市においても、家庭教育の充実を図る

施策の必要性が問われてしかりであ

る。 

そのため、道徳教育や倫理観の育成

をふまえた次世代の育成と、少子化対

策や青少年健全育成について民間団体

（家庭倫理の会など）と協働し、さら

には子育てを強化するために、よりよ

い家庭環境と理想とする家庭に近づく

ために、具体的な施策が必要と考える

がどうか問う。 

 

 

（１）地方の人口減少や住民の高齢化

は、店舗閉鎖や里山の荒廃といった

問題にまで波及してきているが、こ

の課題の解消を図るべく地域経済の

活性化のために、エネルギーの地産

地消を目指しながら、太陽光と同等

な事業推進として水力や地熱発電事

業の推進強化策を図れないか。 

  また、地域の自然を活かし電気を

創る学びの場などを取り組めない

か。 

（２）里山の荒廃は大気、水質の浄化

機能低下などを招くとの警告があ

る。また、生物多様性を維持するた

めにも守るべき里山を重要指定し、

保全や活用の具体策の取組みとし

て、近隣市町村と連携し鳥獣被害防
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

止策を兼ねて、サルやイノシシ、シ

カなど多くの生物が共存できるよう

に餌付けをするなど整備を図れない

か。実施すると管理運営の職員の雇

用や農林業など各分野への経済波及

効果が発生すると察するが、重要里

地里山管理運営に取り組めないか。 

（３）継続的な地域経済の活性化の鍵

は人である。その地域で生計を立て

る人たちがいることが重要である。

一人より男女二人の家庭生活をスタ

ートさせる応援や婚活支援が多くの

自治体で取り組まれているが、思っ

たほど実を結ばない状態であると聞

く。 

未婚者の立場になると、それぞれ

結婚に不安も多いと思うが、新たな

活性化活動として婚学セミナーを開

講し、受講者が不安を解消して祝福

結婚に結びついたカップルに、お祝

い金や農村地区の土地を贈るなど工

夫するならば、地域経済の活性化に

貢献できると察するがどうか。 

（４）戦後７０年の節目として日本は

周辺国に対して、さらなる思いやり

と貢献活動を具体的に表現する活動

が必要である。その活動が地域経済

の活性化への扉を開く事に繋がる。

その取組み内容は、グローバル的な

人材育成と地球規模の平和と繁栄の

道を拓く第一歩目として、外国人専

用の「おもてなし会館」開設を県や

国へ働きかけて、我が市への誘致活

動に取り組めないか。 

  会館では、地域文化交流や生活マ

ナーと通訳などの支援援助を図り、

地域生活に溶け込み、来て良かった

と言える会館を目指すならば、外国
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

３．野良猫の対策に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人が喜んで訪問し交流人口の拡大と

語学向上に繁栄すると思うがどう

か。 

 

 

高岡公園周辺では、飼い猫を捨てて

野良猫化しているので、公園には行き

たくないとの苦情と、野良猫の避妊治

療を事業化するようにとの市民の声が

ある。 

避妊治療に取り組む動物愛護団体や避

妊活動に取り組む個人を育成し、野良

猫対策と犬や猫などの里親捜し支援事

業に取り組めないか。 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．神村 次郎 １．市道の橋梁整備

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁整備について、総合計画では交

通環境の整備のなかで、橋梁の寿命を

５０年とした場合架け替えが多数とな

ることから、予防的な修繕を行い橋梁

の長寿命化を図ることにしている。 

 以下について問う。 

（１）今後、市道に架かる橋梁につい

て、架け替え、また、修繕で長寿命

化をはかる計画の概要を問う。 

（２）橋梁の長寿命化の整備は、短期

間での計画が求められるが課題は何

か。 

（３）加治木町、市道・中野長谷線に

架かる、池田上橋、池田下橋は、高

速道路作業道路で整備されたもので

老朽化が進み早期の整備が必要であ

る。今後の整備計画を問う。 

（４）この池田上橋・下橋の整備にあ

たっては、九州自動車道の維持管理

道路としての機能もあり、高速道路

管理会社からの負担等は、検討でき

ないか。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．川内原子力発電

所の再稼働について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州電力は、８月１１日１号機を起

動し再稼働に踏み切った。原子力規制

委員長は、新しい規制基準の審査は「安

全性を保障するものではない」と発言

し、政府は「原発の安全性は、規制委

員会の判断に委ねている」「個々の再稼

働は事業者の判断で決める」などと互

いに責任転嫁している。 

 一方、地方自治体も、これまで「国

が安全と認めた原発」の再稼働に同意

するとしており、事故が起きた時の責

任を誰もが巧妙に回避し、無責任体勢

の中で再稼働が行われた。 

 世論調査では、再稼働に反対が５

０％を超えている。地域住民の圧倒的

多数が不安を持っている中での再稼働

である。 

 以下について問う。 

（１）川内原発の過酷事故時は、３０

キロ圏を越えて姶良市にも大きな影

響が想定される。市民の安全を守る

立場から、再稼働に踏み切ったこと

についての感想を問う。 

（２）九州電力と原子力防災に関する

協定を締結しているが、立地自治体

と同等の安全協定とすべきだが、関

係６市町と協議をしたことはない

か。 

（３）放射性廃棄物の最終処分対策が

曖昧なまま、原発の再稼働をするの

は「将来世代に対し無責任」と考え

るが市長の見解を問う。 

（４）（避難計画の実効性のないまま再

稼働された）避難計画については、

これまで計画の不十分さが指摘され

ている。市として今後どのように対

処するのか。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

３．戦後７０年、平

和問題について 

 

（５）福島県飯館村の例のように３０

キロ圏をこえて放射性物質の拡散が

想定される。姶良市民の避難計画は

策定しないのか。 

 

 

私たちの周りには、戦争に行った人、

戦争で肉親を失った人、そして自らが

空襲など戦火の中を逃げ惑った人が暮

らしている。そのような人々の多くは、

もう二度と悲惨な戦争を経験したくな

いと言っている。 

 戦後７０年間にわたって日本の市民

社会が大切に守り抜いてきた「平和主

義」は今後も日本のブランドとして発

展させていくことが必要である。 

以下について問う。 

（１）戦後７０年に当たっての市長と

しての所感を問う。 

（２）戦争体験の風化が言われる中で、

市民への平和への願いについて、今

後、戦後８０年に向けて市としての

施策を問う。 

（３）悲惨な体験等を記録として残す

など、平和への願いを後世に伝える

ために、市で平和資料館等の整備は

できないか。 

（４）８月１１日市庁舎に「恒久平和

を願うまち 姶良市」の懸垂幕をか

かげられた。市民の平和への願いを

市として取り上げられたことに敬意

を表する。そこで、以下について問

う。 

①標語は起草委員会等をつくり、

検討されたのか。 

②標語の「意志」はどのようなこ

とを目指すのか。 

③市議会では、平成２２年９月３０
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

日に「非核平和都市宣言に関する決

議」をしているが、この決議とのバ

ランスは必要なかったか。 

（５）「非核自治体協議会」及び「平和

市長会議」へ加入し、全国の自治体

と連携を図って、平和行政を進めて

いくことはできないか。 

 

 

３．竹下日出志 １．災害に対応する

体制の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１８歳選挙権の

実施に向けた取組み

について 

 

 防災に関する知識と技能を習得し、

地域や職場で防災力を高める活動が期

待される「防災士」がいる。 

 行政の取り組みとして防災士養成に

力を入れる自治体が増えている。 

（１）地域の防災力向上を図るため、

市民や市職員、消防団員、高校生、

主婦、市内事業者等を対象に防災士

を養成する考えはないか。 

（２）乳幼児は自力で避難や安全の確

保ができないため、保育士や幼稚園

の教職員、子どもの命を守り学校の

防災力強化のため、教職員を対象に

防災士の資格を取得させる考えはな

いか。 

（３）各地域で「自助・共助・公助」

の連携の重要性や自主防災思想の普

及啓発を強化するため、防災士との

連携を図る考えはないか。 

（４）地域防災の担い手を育成するこ

とにより、地域防災の向上を図るた

め、防災士の資格を取得する費用に

ついて、助成制度を設ける考えはな

いか。 

 

 

 選挙権年齢が１８歳以上に引き下げ

られる対象は、衆院選、参院選のほか、

地方自治体の首長や議会の選挙、最高
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教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員長 

選挙管理委

員長 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．高齢者や障がい

者への読み書き（代

読・代筆）支援につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裁裁判官のなどである。来年夏の参院

選から適用される見通しで、新たな有

権者となる１８、１９歳は高校３年生

も含めて約２４０万人。 

これは全有権者の約２％に当たる。 

（１）今回の改正に伴い、１８、１９

歳の選挙運動や政治活動も認められ

るようになる。そのため、地域の教

育委員会による指針の作成や、それ

にも基づく学校の自主的な規制など

のルール作りはどのように考える

か。 

（２）若い世代へのシチズンシップ教

育（社会の一員である市民であるこ

とや公民権の意識啓発）はどのよう

に考えるか。 

（３）ショッピングモールなど、若い

人が集まりやすいところへの期日前

投票所設置を促進する考えはない

か。 

 

 

 高齢化が進む中、日常生活で、一人

で文字を読んだり書いたりすることが

困難な人が増えている。 

 視覚障がい者や視力が低下した高齢

者などにとって、通帳や契約書類など、

個人情報に関わる読み書きは、大きな

悩みの種となっている。こうした中、

独自に「読み書きサービス（代読・代

筆）を行う自治体がある。 

 本市でも、視覚障がい者や高齢者を

支援する「読み書きサービス」を実施

する考えはないか。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

４．森川 和美 １．若者の雇用と地

元定着支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．逆住宅ローンに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方創生を進める上で欠かせないの

は、地域を担う人で、特に若者である。 

しかし、地方でやりたい仕事がない

ために、若者を中心に地方から都会へ

移る人は少なくない。若者を地元に定

着させるには、地方での就職を後押し

することが必要であると考える。 

（１）卒業後、市内及び県内で３年間

働くことを条件に奨学金返還を一部

免除にする事業は考えないか。その

原資として、基金創設導入はどうか。 

（２）高校生３年間、大学生４年間の

通学定期代を全額助成する考えはな

いか。条件は、市内及び県内の事業

所に高校生３年以上、大学生４年以

上働くこと。 

 

 

現在高齢者破産等が社会問題になり

つつある。また、高齢者の老後の生活

が問題になっている。そのような中、

住宅を担保に老後の生活費などを借り

入れ、死後に不動産等を売却して清算

する「リバース・モーゲージ」逆住宅

ローン政策を検討する考えはないか。 

 高齢化が進み、将来の年金給付額が

減る心配が強まる一方、子どもと離れ

て暮らす高齢者だけの世帯も急増して

いる。リバース・モーゲージには、老

後の住宅と生活費の確保だけでなく、

高齢者の暮らしに役立つさまざまな使

い道も期待できるのではないか。 

 リバース・モーゲージを扱う地方銀

行が増えている。本市も金融機関との

検討協議を提言する。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

３．禁煙対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．山間部過疎地域

の買い物弱者対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこのもたらす健康への害は計り

知れないものがある。８月２０日の日

本経済新聞に、たばこ「万病のもと」

喫煙とがんのリスクについての記事が

出ていた。 

喫煙とがんのリスクは、男性ではが

ん全体１．６倍、食道がん３．７倍、

肺がん４．５倍、女性ではがん全体１．

５倍、肺がん４．２倍、乳がん３．９

倍、膀胱がん６．５倍、また全体での

糖尿病リスク１．３４倍に衝撃を受け

た。 

（１）たばこの害について、どのよう

に認識しているか。 

（２）学校、事業所への取組み、さら

に本庁内での取組みはどうか。 

 

 

山間部、過疎地域では人口減少に伴

い、商店などの廃業が相次いでおり、

不便を感じている住民及び地域の買い

物弱者対策として移動販売車の導入施

策を検討し、補助する考えはないか。

また買い物代行の現状はどういう実態

か。 

農林水産省は２０１３年６月、自宅

から最も近い生鮮食料品店までの直線

距離が５００メートル以上で、かつ自

動車を持たない人が全国に約８５０万

人おり、うち６５歳以上の高齢者は約

３８０万人に上るとの推計がある。本

市の実態は調査していないか。 

市 長  

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

５．萩原 哲郎 １．プレミアム商品

券について 

 

 

市制施行５周年記念プレミアム商品

券の販売は、国の地域活性化・地域住

民生活支援のための交付金事業を活用

した、市補助金に基づき、姶良市商工

市 長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．重富中学校校舎

等の改善対策につい

て 

会が事業主体となり実施した事業であ

る。 

姶良本所で３万６００冊、加治木支

所２万１，３６０冊、蒲生支所８千冊

の計５万９，９６０冊が７月１日（水

曜日）に販売された。 

購入希望者が多く、姶良本所・蒲生

支所では当日、加治木では翌日完売し

たと聞くが、市民からの指摘、プレミ

アム商品券の販売について問う。 

（１）プレミアム商品券の販売につい 

て総評・感想 を問う。 

（２）各市町村のプレミアム商品券の

販売枚数はどのようにして決まった

のか。 

（３）希望者に広く行き渡るように、

販売購入についてどのような方法を

行ったか。 

（４）市民からの指摘はなかったのか。 

（５）市長の家庭では何冊購入された

のか。 

（６）交通弱者に対しての購入方法は

どのように行ったか。 

（７）市民の休暇の多い、日曜日の販

売は考えられなかったのか。 

（８）共働きの家庭は、平日は仕事で

買えなかったとの不満がある。今回、

平日に販売した理由について問う。 

（９）アルバイトを雇い、大量の商品

券を購入した市民もいると聞くがど

うか。 

（１０）プレミアム商品券を大量に使

用できる大型店は何処どこか。 

 

 

（１）給食室の配膳場は、雨時に雨が

入り込んで衛生的に良くない。以前

は、ひさしがあり役目を果たしてい
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３．市内の道路改

善・整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たと思う。早急の衛生対策が必要と

思う。 

 先の６月議会答弁で「配膳室に雨

が入り込むという状況は、よほどの

豪雨で、かつ、横雨でない限りあり

えず、仮にそのような場合には、担

任等が雨にさらされないように指導

しますので、衛生管理上の心配はな

い」とあったが、どのような指導を

行っているのか。 

 ひさし対策を行なえば問題は解消

されると思うが、考えを示せ。 

（２）校舎Ａ棟のトイレ対策について

は、改修に向けて検討していくとの

事であったが、特に来客用のトイレ

は狭く、汚い。 

宿直室を撤去し、トイレの改善を

要求するが改善対策は考えていない

のか。 

（３）重富中学校グラウンド、その他

のグラウンドも雨が上がっても一向

に水が引かない、排水処理が悪いと

思うが対策を問う。 

 

 

（１）竪野中央・星原線は、高低差が

あり、幅員も狭くガードレールもな

い。また、道路にはひび割れも目立

ち、危険な道路である。 

  ここ数年、この近辺にはアパート

や住宅が増え、ここを通学路に使用

する重富小・中学校の児童数も増え

ている。また、住民の生活道路でも

ある。 

以前４回ほど、この件について質

問をしたが、答弁は「道路改善には

多額の費用が必要であり、今後、工

法について研究する」といつも同じ
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ような内容で一向に進捗がない。事

故が起きてからでは遅い。 

  高低差があり、危険性が伴うので、

ガードレールや擁壁で車の転落や道

路の崩落などに備えるなど、早急に

道路改善が必要である。工事に多額

の費用がかかるのは理解できるが、

賠償・補償金よりも工事費が安いと

思う。 

①事故が起きる前に道路改善を行

ったらどうか。その後の進捗状況

を示せ。 

②道路工事費はいくらかかるの

か。  

③６月の豪雨で崩落があったと思

うが、その後の処置状況を問う。 

（２）高樋集落一帯の側溝は、車が通

るたびに騒音がひどく、住民からう

るさくて眠れないとの訴えがあり、

昨年度、高樋中線の約２００メート

ルを整備し、良くなったと聞く。 

その後、継続的に整備する計画で

あると聞いたが残り、東高樋中線（反

対側）の約２００メートルと本通

り・高樋春花線１００メートルが済

んでいないと思う。住民からの指

摘・要望も聞いていると思うが、そ

の後の処置と進捗状況を示せ。  

（３）姶良ニュータウン入口から高速

道路までの、県道十三谷・重富線は

急勾配でカーブしているので、見通

しも悪く、自転車通学生の交通事故

が懸念される場所である。 

  ６月２９日に「一心桜姶良温泉」

がオープンし、出入り口は利用客が

多く、交通事故が懸念される。カー

ブを緩やかに改善する等の、安全対

策を早急に講ずるべきであると思う
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４．堂山地区住民の

緊急時の避難場所に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．西姶良小校区に

認定こども園の設置

が考えを示せ。 

 

 

旧堂山小学校は、地区公民館・簡易

郵便局・出張診療所・避難場所と多岐

にわたる用途に用いられている施設で

ある。 

 昭和３３年に建設され、築後５６年

経っている。 

 老朽化が激しく、耐震強度も不足す

る建築物であるが、災害時の避難所と

指定され利用されている。 

 この地区には、山や谷そして崖もあ

り、南九州地域特有のシラスと岩盤に

覆われ、崩れやすい地形になっている。

地震・ゲリラ豪雨等が発生した時、避

難場所の確保は当たり前である。 

堂山校区の住民が安心して避難でき

る場所が必要と思う。 

（１）旧堂山小学校は、建築後相当の

年月が経過しており、老朽化が進ん

でおりますが、耐震強度を備えてい

るか、否かについては不明でありま

すとあるが、耐震強度の不明な場所

を災害時の避難場所として、使用し

て良いのか。不適当と思うがどうか。 

（２）旧堂山小学校は、色々な動物が

住み込み、近年は、ノミ・ダニも発

生しており、衛生管理も不充分と指

摘されている。また、地震・ゲリラ

豪雨等が発生した時のこと思えば、

住民は不安であり、平屋建てで良い

ので、早急な建て替えを望んでいる。

市長の考えを問う。 

 

 

 西姶良小校区は、造成以来、約３８

年が経過、世帯数・人口とも減少しつ

 

 

 

市 長 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つある。 

 姶良地区で最も大きな団地として期

待され、希望に満ちて昭和６２年に入

居が始まったが、平成８年には４５６

名の児童数が、２７年４月には１９６

名で２００名を切り、半数以下になり、

このままでは減少傾向は止まらない。 

 特に、共働きの親は、子供を預ける

とき一番助かるのは、保育園と自宅が

近いということである。 

 認定こども園が設置されれば、働く

若い夫婦にとっては大変魅力的で、校

区内に移住してくることが期待でき

る。 

西姶良小校区の活性化のためには、

地域住民は認定こども園の設置を強く

望んでいる。市長の考えを示せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


